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明治の森 箕面

音羽山荘
―

562-0002

大阪府箕面市箕面公園1-3

Tel .072-721-3005

［お食事・ご宿泊］

9：00～21：00

［ウエディング］

10：00～19：00

定休日／火曜日

　

す
し
場
の
主（
あ
る
じ
）の
一
日
の
始
ま
り
は
、
昼
の
お
客
様
を

迎
え
る
仕
込
み
か
ら
。氷
を
敷
い
た
桐
箱
は
一
見
す
る
と
新
品
の

よ
う
だ
が
、
丸
み
を
帯
び
た
角
に
15
年
間
大
切
に
使
わ
れ
て
き
た

証
を
宿
す
。キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
を
描
く
よ
う
に
、
そ
の
日
の
ネ
タ
を

詰
め
て
い
く
。渾
身
の
一
景
は
も
て
な
し
の
心
。コ
の
字
型
に
囲
ま

れ
た
ひ
と
り
舞
台
で
は
、布
巾
一
枚
か
ら
所
作
一
つ
ま
で
、全
て
が

観
客
の
目
に
触
れ
る
。さ
れ
ど
格
好
つ
け
ず
気
負
わ
ず
、
齢
を
重
ね

た
余
裕
で
魅
せ
る
。楽
し
ま
せ
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
、
丁
寧
に
、

や
わ
ら
か
く
。
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節
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音
羽
山
荘
の
手
し
ご
と

器
・
中
里 

博
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／
博
恒
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料
理
・
上
野 
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美しい本です。

それはバウハウスの端正なコンポジションを表紙にし

た装幀だけでなく、90歳を過ぎてなお現役という著者

辰己芳子さんの、この本に凝縮されているスープへの想

いが、愛にあふれたものであるからに違いありません。

スープを「おつゆ－露」と呼ぶこと。

それは、空から露が降りてきて、ものがみな生き返ると

いうことと重なっていて、その美しい言葉を心深く使っ

てゆきたい、と辰己さんは書いています。

品格のある文章と美しい写真。

経験に裏打ちされた深い洞察と、料理書とは思えない

論理的な思考の交わりが見事に調和して、読み進める

ほどに、心が静かになっていくのを感じます。

流し込む液体ではなく、からだに染み込んでいく「露」

というイメージ、そして「あなたのために」という祈り、

滋味深いスープはそうやってできあがります。

春になったら、「一口吸って、ほっとする」温かい一椀を、

この本から。

茶房の書棚から
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「あなたのために」　辰己芳子
文化出版局　2002

スープの湯気の向こうに見えるもの

［BOOKS +コトバノイエ］

Otowa Sanso

               Seasonal  l e t ter   vol .Ⅱ
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料
理
と
は
器
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
す
る
も
の
。直
感
的
に
料
理

の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
上
が
る
器
の
存
在
は
、
料
理
人
の
ミ
ュ
ー
ズ

と
な
る
。「
本
来
は
料
理
を
盛
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
」
と
い
う

料
理
長
・
上
野
の
視
線
の
先
に
は
白
磁
に
牡
丹
柄
の
香
合
。

　

陰
と
陽
の
二
面
性
を
湛
え
た
器
に
盛
る
の
は
、
雪
に
見
立
て
た

白
子
豆
腐
。土
筆
や
菜
の
花
な
ど
、
苦
味
の
あ
る
山
菜
に
よ
る
下
萌

え
と
い
う
寸
法
だ
。雪
解
け
を
思
わ
せ
る
鰹
出
汁
の
ジ
ュ
レ
が
上

野
ら
し
い
遊
び
心
。小
さ
な
香
合
の
中
に
さ
さ
や
か
な
春
が
芽
吹

く
先
附
は
、
牡
丹
の
春
本
番
を
待
つ
宝
箱
の
よ
う
。こ
の
繊
細
で
優

美
な
磁
器
の
つ
く
り
手
は
、実
家
が
長
崎
県
佐
世
保
市
の
三
川
内
焼

窯
元
と
い
う
中
里
兄
弟
。現
在
は
佐
賀
県
有
田
町
に
開
窯
し
、
双
子

の
弟
・
博
恒
が
ろ
く
ろ
を
ひ
き
、兄
・
博
彦
が
絵
付
け
を
担
う
。

　

古
く
は
藩
の
庇
護
の
も
と
、
国
内
外
の
王
侯
貴
族
へ
の
献
上
品

と
し
て
愛
さ
れ
た
三
川
内
焼
。明
治
時
代
ま
で
は
一
般
に
流
通
し

な
い
美
術
品
だ
っ
た
と
い
う
。「
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
現
代
の
生

活
に
合
う
僕
ら
な
り
の
表
現
に
も
挑
戦
し
た
い
」「
料
理
と
器
が
互

い
に
引
き
立
て
合
う
関
係
が
理
想
」と
二
人
は
口
を
揃
え
る
。

　

新
し
い
技
術
や
素
材
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
何
百
年
と
続
く
手
法

を
伝
承
す
る
こ
と
は
一
見
反
対
な
よ
う
に
見
え
て
、
料
理
の
世
界

で
も
器
の
世
界
で
も
、そ
の
実
、志
は
一
緒
な
の
か
も
し
れ
な
い
。


